
令和５年度 英語科 授業改善推進プラン 

大田区立矢口中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・大部分の生徒が授業に対して積極的に取り組めている。ALT との会話練習やスピーチの作

成などに対しても意欲的であり、早い時期から英語活動に触れてきた成果が表れているとい

ってよい。話す活動への積極性に比例して、聞く力も年々向上している。 

 ・基礎的な分野での知識が定着しつつある。単語、短文などの反復を重ねることで少しずつ

運用できる言語材料が増えてきた。今後も単語テストや教科書準拠のワークなどを用い、理

解を深めていく。 

（２） 課題 

 ・まとまった英文を読むことに慣れていない生徒が多い。教科書の構成が会話ベースになっ

ているため、自分で手軽に読むことができるまとまった英文に出会えていないことが要因と

考えられる。学んだ英文法を用いて、長文を読み、解析していくことが必要である。 

 ・「なぜ英語を学ぶ必要があるのか」という子どもの疑問に対して、教える側が明確な答え

をもちながら、新しい言語を学ぶことで自己の世界が広がる楽しさを受容的な雰囲気の中で

伝えていくことで主体的な学びの姿勢が生まれてくると考える。あたたかい雰囲気の中で活

発な会話が生まれていくよう支援したい。 

 ・書く力向上のため、さらに文表現を豊かにする熟語や助動詞の効果的な使い方について学

ぶ必要がある。短文から、複文へと発展させることや場面に合わせた表現を用いていくこと

など練習の量だけでなく質の向上が必要である。 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和５年度結果 令和４年度結果 令和３年度結果 

第１学年 

校内での正答率は８割

を超えている。アルファ

ベットの読みや書き取

りは９割近い達成率で

あり、基礎の定着が読み

取れる。また英文の読み

書きも９割に達してい

ることから「読む」「書

く」の力が高いことがう

かがえる。一方、日常会

話の聞き取りは8割をき

ることもあり、耳で得た

音が語句とつながらず

会話場面が想像できて

いないと推測される。英

語の音に触れる場面を

多く設定し、4 技能の円

滑なつながりを形成し

たい。 

  



第２学年 

校内での正答率は7割を

超えている。特にリスニ

ングの単文理解や、単語

の並べ替えなどは8割を

超える正答率である。 

基礎的問題の正答率は

おおむね高く、辞書の使

用が定着した成果が表

れ、語彙の知識・理解に

ついての値は8割以上の

達成率であった。読むこ

とについての正答率が

若干低いため、読解力を

つける必要がある。 

校内での正答率は８割

を超えている分野もあ

る。特にアルファベット

の音や平易な単語の聞

き取りについては９割

近くの達成率である。反

面、日常会話での英語特

有の言い回しなどにつ

いての細かな知識が足

りない。現状を維持しな

がら、さらに英文法の知

識を定着させていく必

要がある。 

 

第３学年 

校内での正答率は7割を

超えている。前年度より

上がり、特に単語の並べ

替えによる英作文、場面

に応じて書く英作文な

どは目標値を大きく超

えている。リスニングで

の対話文の応答は目標

値よりは上であるが、全

体的には低いため、聞く

力、さらに返答を考える

という応用力をつける

必要がある。 

校内での正答率は7割を

超えている。特にリスニ

ングでの対話の応答、場

面に応じて書く英作文

など、活用問題の正答率

は目標値よりは上であ

るが、全体的には低いた

め、応用力をつける必要

がある。 

校内での正答率は8割を

超えている。特に会話全

体を聞き取ったり、簡単

な作文をしたりなど、ご

く基本的なやりとりの

基礎は確立しており、今

後は会話の細部まで聞

き取ることやアルファ

ベットの細かい音変化

などを学んでいくこと

が必要となる。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇「聞く」活動において、概

要を聞き取ることはできる

が、類似する単語の聞き分け

ができていない面が見受け

られる。（月や曜日など） 

〇「書く」活動において、文

型を正しく理解し正確な文

を書くことができている。一

方、単語の綴りを曖昧に記憶

しているため、正確性を欠

く。 

〇聞き取った会話文の文脈

から状況を想像し、会話の主

旨を理解することができる。

経験がないことには思考が

広がらないため、誤答が多い

傾向が見える。 

〇英文を書く力は身につい

ているが、自分自身の気持ち

を正直に把握することにた

めらいが見られ表現力の向

上に歯止めをかけている。 

〇参考資料等手がかりにな

るものがあると積極的に取

り組めるが、自由記述になる

と消極的になる生徒が多い。 

〇英語を学習する意義を感

じとれないので、能動的な自

己表現活動を避け演習問題

を好む。 

  

② 第２学年 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇「聞く」活動に関しては基

礎的語彙が増えてきている

ことから、単純な質問の概要

を捉え、単語で答えることが

できるようになっている。

「書く」活動になると、発音

とつづりが関連付けられて

いないため、正確な文を書け

ないことが多い。間違うこと

を恐れて取り組むことにち

ゅうちょする生徒も増えて

きた。 

○「読む」活動については、

新出文法が多いため、まとま

った文章を読む機会を確保

できていない。 

〇場面設定を行って「書く」

活動を増やしてきた。発話に

対して消極的な生徒が多く、

単語を思い浮かべることは

できても、文章として発話す

ることに対しては苦手意識

を持つ生徒も少なくない。場

面にあった会話活動を受容

的な雰囲気の中で行う必要

がある。 

〇ＡＬＴとのやりとりがで

きていることから「聞く」活

動に関しては理解できてい

る生徒が多い。 

〇英語が話せるようになり

たい、上手に書けるようにな

りたいという意気込みが感

じられる生徒は多くいるが、

新しい単語や文のきまりが

多すぎて整理して学習でき

ていない。 

〇振り返りを実施すると、自

分の弱点を理解し、そのため

にどのような努力が必要か

考えることのできる生徒が

少ない。また、なにがわから

ないのかがわからないと自

信を無くしている生徒もい

る。 

 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

◯聞き取る力においては、場

面や状況に応じて適切に返

答する力はあるが、「どこで」

といった細かい情報を伝え

る力は脆弱である。 

○長文や、様々な文章の読み

取りにおいては、内容に合っ

た判断はできるものの、概要

をとらえること、資料を読み

取り理解することはまだ弱

い。 

○英作文において、正確にま

とまった内容を記述する力

はあるが、相手に伝わるよう

に具体的な説明、理由を述べ

ることに乏しさを感じる。 

○長文において、必要な情報

を読みとって意見を述べる

ことに関しては問題ないが、

内容を理解し、その要点をと

らえることに苦手意識があ

る。  

◯話す活動においては、ＡＬ

Ｔと積極的に会話し、理解し

たいという気持ちが強く、ま

た、協同作業による取り組み

を行っていることから、話す

ことに対しての消極性は見

られない。 

○振り返りを行うと、弱点を

理解し自分の間違いやすい

傾向を理解している生徒が

多い。また次への取り組みに

対する対応を考えられる生

徒も多い。反面、正確さを求

めるあまり、積極的に活動に

取り組むことに躊躇する気

持ちが見られることもある。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇ALT を活用し自然な速度の

英語に触れる機会を多く設

けると共に、情報を正しく聞

〇正確な文型を定着させ、考

えたことや思ったことが自

然に英語で表現できるよう

〇スピーチや発表の場をと

おし、能動的に自己表現を行

い、自分の考えや気持ちが伝



き取る演習問題に取り組む。 

◯ディクテーション活動を

とおし正確に書きとる習慣

を定着させる。 

○単語テスト、スペリングコ

ンテストの実施。 

に会話場面を多く設ける。 

〇教材に限らず、世界に関わ

る多くの素材に触れ興味や

知識の幅を広げる。 

〇教科書や演習問題の主語

を自分に置きかえて、オリジ

ナルの文章を考え相手に伝

える力を養う。 

わる喜びを多く得る。 

〇協同学習を継続し、周囲か

ら刺激を得て思考する姿勢

を育てる。 

〇英語という言語の背景に

ある文化や慣習を学び、世界

への興味関心を引き出す。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇授業内での英語使用場面

を増やし、語彙の増強及び文

のきまりを実際の会話内で

使えるように反復練習、およ

び家庭学習につなげられる

活動を行っていく。 

〇「読む」活動に対して苦手

意識をもたないように、教科

書の音読や短い会話文の理

解などを盛り込み、まとまっ

た英文に触れる機会を授業

に組み込む。 

〇特に「話す」活動に関して

は、授業内で間違えても大丈

夫だという受容的な雰囲気

づくりをし、なるべく主語と

動詞のある文で答えるよう

に促していく。ＡＬＴとの授

業内で個別にやりとりをす

る機会をつくっていく。 

〇普段の授業で、ペアワー

ク、英作文を頻繁に行い、お

互いの情報を伝え、理解する

活動を増やしていく。 

〇新しい事項を学んだあと

の振り返りを丁寧に行い、分

かったこと、できるようにな

ったことなどの CAN-DO リス

トをつくる。苦手な部分で

も、少しずつ取り組めるよう

に帯活動などに取り入れて

いく。 

〇英語に限らず、いろいろな

ことに興味・関心を持たせ、

英語で表現できる発想力を

もたせていく。 

 

 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

◯単語や熟語、文法を増や

し、自由に使えるように反復

練習をすることで記憶の定

着を図る。 

◯ＩＣＴの観点からタブレ

ットにおける英語コンテン

ツの使用を促す。自然な英語

に触れると共に、様々な内容

に関する語彙を増やす。 

◯長文に触れる機会を増や

す。特に時事問題、ＳＤＧｓ、

環境問題、人権問題など多岐

に渡った文章に触れさせ、思

考の幅を広げる。 

◯さまざまな題材の英作文

に取り組む。文法習得ととも

に、自分の思いを伝え、状況

に対応する力を養う。 

◯ペア、グループでの活動を

通し、日常的に使用する言語

としての理解を深めていく。 

◯さまざまな題材に対する

興味を持たせ、それを表現す

る発想力を養い、使用するこ

とによって実践的な授業展

開を行う。 

 


